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第３章 第８期計画の総括 

第８期計画においては、「住みなれた地域でみんなが支えるまちづくり」を基本理念とし、これ

に基づく５つの基本目標と基本目標ごとの成果指標を定めてそれぞれの施策に取り組んできました。 

成果指標の実績及び基本目標の取組状況は、以下のとおりです。 

【成果指標】 

基本目標１ 要介護３以上の認定者の割合 

目標値 

（R５） 

実績値 

（R５） 

30.8％ 30.2％ 

検証結果 

高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施や介護予防のための通いの場の整備促

進に取り組み、要介護度の重度化防止が図られ、目標を上回りました。 

今後の高齢化率の上昇を踏まえ、介護予防の取組の強化を図る必要があります。 

基本目標２ 
「大村市は人生の最期を安心して迎えられるま

ち」と思う人の割合 

目標値 

（R５） 

実績値 

（R５） 

42.0％ 38.7％ 

検証結果 

医療及び介護の関係者（以下「医療・介護関係者」という。）間の情報交換等を行う

ことで連携強化を図るとともに、市民へのアドバンス・ケア・プランニング（ＡＣ

Ｐ：人生会議）（48 ページ参照）の普及啓発、24 時間コールセンター（48 ページ参

照）の対象者拡大その他の人生の最期を安心して迎えられるための基盤づくりを推進

しました。今後、更なる高齢者の増加に伴い、高齢者単身世帯等の増加も見込まれる

ことから、見守り、支え合う体制の強化を図る必要があります。 

基本目標３ 認知症に関する相談窓口を知っている人の割合 

目標値 

（R５） 

実績値 

（R５） 

35.0％ 27.1％ 

検証結果 

認知症に関する相談窓口は、地域包括支援センター及び認知症ほっとライン事業所

がありますが、市民への周知が十分にできていないと思われます。認知症に関する相

談は年々増加しており、更に今後、高齢者の増加に伴い、認知症高齢者等も増加する

見込みであり、相談窓口の周知及び相談体制の充実を図る必要があります。 

基本目標４ 地域密着型居宅系及び在宅サービス等の整備状況 

目標値 

（R５） 

実績値 

（R５） 

33 施設 31 施設 

検証結果 

第８期計画の期間中は公募を行った認知症対応型共同生活介護２事業所を新規指定

しましたが、同じく公募を行った看護小規模多機能型居宅介護については応募がな

く、また、新型コロナウイルス感染症による利用者の減少や介護人材の確保が困難等

の理由で廃止された事業所があり、目標値を下回りました。 

基本目標５ 第１号被保険者１人当たりの給付月額 

目標値 

（R５） 

実績値 

（R５） 

21 千円 22 千円 

検証結果 

実績値は 21,056 円であり、目標値に近い実績でした。 

利用者一人一人に必要なサービスを位置づけることで、適正なサービスの提供が図

られるため、今後も給付適正化事業を継続して実施します。 
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基本目標１ 健康づくりと介護予防の推進 

施策１ 自立支援、重度化防止の推進 R3 
計画 

Ｒ４ 
計画 

R５ 
計画 

実績 実績 見込み 

 ■健康診査事業 

後期高齢者健康診査受診率（％） 

13.0 15.0 17.0 

 13.3 14.8 15.7 

 ■特定健康診査等事業（国保健康診査事業） 

特定健康診査受診率（％） 

43.0 46.0 50.0 

 36.9 37.0 37.1 

 ■健康づくり推進員活動事業 

健康づくり推進員が計画した活動への市民参加者

数（人） 

15,902 15,902 15,902 

 
9,038 11,701 11,701 

 ■重症化予防のための保健指導 

後期高齢者の重症化予防対象者への保健指導実施

率（％） 

50.0 50.0 50.0 

 
34.5 69.0 52.0 

 ■歯・口腔の健康づくり 

お口の健康相談室相談者数（人） 

35 40 40 

 395 490 492 

 ■健康教育事業 

健康講座参加者数（人） 

300 300 300 

 265 197 120 

 ■介護予防教室等事業 

介護予防教室の利用団体数（団体） 

80 82 84 

 49 56 48 

 ■指定介護予防支援事業 

介護予防プラン・ケアマネジメントプラン作成件 

数（件） 

10,790 10,898 11,007 

 
10,562 10,114 10,148 

 ■高齢者リフレッシュ事業 

リフレッシュ事業利用者数（人） 

46,208 46,670 47,136 

 50,859 53,035 54,466 

 ■シルバーパワーアップ事業 

シルバーパワーアップ倶楽部会員者数（人） 

1,421 1,436 1,451 

 1,127 1,124 1,291 

 ■食育推進事業 

食育ボランティアの数（人） 

350 360 370 

 181 153 133 

 ■食の自立支援事業 

訪問指導対応件数（件） 

270 276 276 

 150  234  324  

 ■自立支援事業 

支援対象者（人） 

5 5 5 

 0 0 0 

 ■介護予防ケアマネジメント事業 

基本チェックリスト実施件数（件） 

35 35 35 

 8  2  6  

 ■家族介護支援対策事業 

家族介護用品申請世帯数（世帯） 

45 45 45 

 51 48 48 
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施策１ 自立支援、重度化防止の推進 R3 
計画 

Ｒ４ 
計画 

R５ 
計画 

実績 実績 見込み 

 ■訪問理美容サービス事業 

訪問理美容サービス申請者数（件） 

15 15 15 

 8 15 15 

 ■訪問による介護予防 

地域ヘルプサービス利用件数（件） 

529 543 554 

 441  372  406  

 ■総合事業 指定事業所サービス事業 

サービス件数（訪問・通所）（件） 

9,398 9,492 9,587 

 9,126 8,310 8,444 

 ■地域ケア会議推進事業 

介護予防のための地域ケア会議開催回数（回） 

24 24 24 

 25  24  24  

【検証結果】 

 各健康診査の受診率は徐々に上昇していますが、計画値に達しなかったので、今後も受診率向上

に向けた取組を行う必要があります。 

令和３年度から高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施を開始し、生活習慣病等の重症化予防

及び要介護度の重度化予防を強化することができました。また、身体機能や認知機能の低下に伴

い、高齢者が陥りやすい健康問題へ対応できるよう、多職種での相談体制ができています。 

高齢者が健康を維持し、自立した生活を継続できるよう、介護予防教室等の自立支援への取組を

継続して実施します。 

訪問による介護予防は、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、計画値を達成できませんでし

た。 
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施策２ 生きがいづくりと社会参加の促進 R3 
計画 

Ｒ４ 
計画 

R５ 
計画 

実績 実績 見込み 

 ■介護予防のための通いの場の整備 

住民主体の通いの場の数（箇所） 

80 85 90 

 13 95 123 

 ■熟年大学校事業 

専門講座延べ受講者数（人） 

12,100 12,211 12,333 

 9,062 10,781 10,861 

 ■長寿祝事業 

支給対象者数（人） 

30 30 30 

 25 25 38 

 ■記念行事事業 

参加夫婦組数（組） 

30 30 30 

 15  32  28  

 ■高齢者活動支援施設運営事業 

年間延べ施設利用者数（人） 

17,088 17,258 17,430 

 14,840 17,968 21,759 

 ■地域リハビリテーション推進事業 

運動に関する出前講座開催数（回） 

87 101 118 

 18 38 15 

 ■老人クラブ活動促進事業 

老人クラブ加入者数（人） 

3,798 3,798 3,798 

 3,405 3,238 3,073 

 ■シルバー人材センター事業 

シルバー人材センター会員の就業実人員数（人） 

749 771 794 

 690 708 727 

【検証結果】 

 住民主体の通いの場は増加傾向にあり、計画値を達成しました。地域ふれあい館は６つの小圏域

（32 ページ参照）に開設され、さらに、一部の小学校区域に開設したサテライトも合わせると 12

か所で活動が行われており、地域住民による健康づくりの拠点としての役割を果たしています。 

出前講座は介護予防の情報提供と健康維持の目的で実施しており、運動に関する講座は市民の関

心が高く、リハビリの専門職だけでなく健康運動指導士等の資格を持つ指導者による実践講座を実

施しました。今後は、通いの場で自主的に運動が継続されるよう支援していきます。 

令和 3 年度においては、新型コロナウイルス感染症の影響により、講座受講者数、施設利用者数

及び記念行事参加組数が減少したものの、令和 4 年度以降は回復基調に向かい、社会参加や高齢者

同士のつながりを維持することができましたが、市の補助を受けた老人クラブの加入者数は減少傾

向となりました。 

老人クラブの活動による地域社会との交流は、加入者の健康増進や社会参加にとどまらず、日頃

の見守りや災害時における助け合いにもつながるため、活動内容の広報の工夫、補助金の交付など

関係団体への支援を継続する必要があります。 

シルバー人材センターは、高齢者が働くことを通じて生きがいを得るとともに、現役時代の豊富

な知識と経験を生かし、家事援助から子育て支援まで、活動の場を広げながら地域社会の活性化に

貢献しています。特に大村市シルバー人材センターの受注件数は、令和 3 年度及び令和 4 年度にお

いて県内 1 位の実績となっています。 
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基本目標２ 地域包括ケアシステムの深化・推進 

施策１ 地域包括支援センターの機能強化 R3 
計画 

Ｒ４ 
計画 

R５ 
計画 

実績 実績 見込み 

 ■地域包括支援センターの機能強化 

大村市地域包括支援センター運営協議会開催回数 

（回） 

4 4 4 

 3 3 3 

 ■総合相談支援事業及び権利擁護事業 

相談受付件数（件） 

979 979 979 

 1,179 1,328 1,683 

 ■包括的・継続的ケアマネジメント事業 

ケアマネジャー等からの相談件数（件） 

800 810 820 

 755 645 651 

【検証結果】 

 大村市地域包括支援センター運営協議会を開催し、同協議会及び県の助言を受け、取組の方向性

を確認しながら、地域包括支援センターの円滑かつ適正な運営を図ることができました。 

相談件数は、新型コロナウイルス感染症の発生以前よりも増えてきています。高齢者の幅広い相

談に対応できるよう複数の専門職を配置していますが、人材の確保が難しく取組を推進するための

体制整備が十分にできませんでした。 

 

施策２ 医療・介護連携の推進 R3 
計画 

Ｒ４ 
計画 

R５ 
計画 

実績 実績 見込み 

 ■在宅医療・介護連携推進事業 

24 時間コールセンター登録 （累計）件数（件） 

135 155 175 

 124 124 124 

【検証結果】 

 大村市版入退院支援ルールの手引きの運用を開始し、医療と介護の連携強化を図りました。ま

た、出前講座やシンポジウムを開催し、市民へのアドバンス・ケア・プランニング（ＡＣＰ：人生

会議）の普及啓発等を行いました。緊急時の対応では、24 時間コールセンターの対象者を登録者

に限らず、大村市在住の 65 歳以上に拡大したことで市民が利用しやすい体制となりました。 
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施策３ 見守り、支え合う体制の推進 R3 
計画 

Ｒ４ 
計画 

R５ 
計画 

実績 実績 見込み 

 ■高齢者地域ネットワーク事業 

地域包括ケアシステム実務者圏域会議（回） 

6 6 6 

 4 6 6 

 ■認知症高齢者見守り事業 

高齢者等見守りネットワーク協議会会議（回） 

2 2 2 

 2 1 1 

 ■高齢者生活安全対策事業 

緊急通報装置の設置（台） 

35 36 37 

 21 26 26 

 ■地域防災推進事業 

自主防災組織の結成率（％） 

56.8 57.6 58.4 

 58.1 58.3 61.9 

【検証結果】 

 生活支援コーディネーターを６つの小圏域に配置し、全ての小圏域において圏域会議を開催する

ことができました。また、令和 5 年度から市内全域を管轄する第１層生活支援コーディネーターを

専任で配置することができ、第２層生活支援コーディネーターとともに地域の支え合い活動を展開

しています。 

また、高齢者単身世帯等に緊急通報装置を設置し、安全で安心した日常生活を送れるよう体制を

整備しています。 

 

施策４ 地域共生社会の実現 R3 
計画 

Ｒ４ 
計画 

R５ 
計画 

実績 実績 見込み 

 ■共生型サービス事業所の普及 

指定共生型サービス事業所数（事業所） 

2 2 2 

 2 2 2 

【検証結果】 

 新規指定の事業所はありませんでしたが、平成 30 年度に指定した事業所については継続して指

定しています。  

 

※ 生活支援コーディネーター（通称：SC）は、「地域支え合い推進員」とも呼ばれ、地域の住民同士の見守り、居場 
所づくり、生活支援など、地域における支え合いの体制を充実させるために、地域住民と一緒に地域づくりを展開し 
ています。また、市内全域を管轄する第１層生活支援コーディネーターと各小圏域ごとに配置している第２層生活支 
援コーディネーターが互いに共同しながら重層的な地域づくりを行っています。 

 

 

 

 

 

 

  

第１層生活支援コーディネーター（大村市地域包括支援センターに 1 人配置） 

第２層生活支援コーディネーター（各圏域に 1～３人配置） 

第１層 

小学校域 

第２層 小圏域 

市内全域 

自治会域 
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基本目標３ 認知症施策の推進 

施策１ 認知症に関する理解促進 R3 
計画 

Ｒ４ 
計画 

R５ 
計画 

実績 実績 見込み 

 ■認知症サポーター養成事業 

認知症サポーター養成講座開催回数（回） 

25 28 31 

 17 15 16 

【検証結果】 

 新型コロナウイルス感染症の影響で認知症サポーター養成講座の申込数が減少しました。なお、

令和 4 年度には当初目標としていた受講者累計 1 万人を達成しました。 

施策２ 相談支援体制の充実 R3 
計画 

Ｒ４ 
計画 

R５ 
計画 

実績 実績 見込み 

 ■認知症地域支援・ケア向上事業 

認知症に関する相談受付件数（件） 

155 175 195 

 192 217 234 

 ■成年後見制度（高齢者）利用支援事業 

報酬助成件数（件） 

9 10 11 

 8 6 10 

【検証結果】 

 報酬助成件数は、年度により増減がありますが、概ね計画に近い実績件数となっています。今

後、高齢者の増加に伴い、認知症高齢者等も増加する見込みであり、今後も増加が見込まれる認知

症相談に対応するため、認知症の相談窓口である認知症ほっとライン事業所を市全域に拡大し、市

民が相談しやすい体制整備を図りました。また、令和 5 年度に成年後見制度、日常生活自立支援事

業その他の権利擁護に関する制度（以下「成年後見制度等」という。）に関する相談窓口となる大

村市成年後見支援センターを開設し、市民後見人候補者養成研修等を開催しました。 
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基本目標４ 介護サービスの基盤整備 

施策１ 地域密着型サービスの整備 

■「地域密着型サービス施設整備事業」の第８期計画期間内の取組状況 

サービス種別 
南部圏域 中部圏域 北部圏域 合計 

計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 計画値 実績値 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 0 0 1 1 1 1 2 2 

夜間対応型訪問介護 0 0 0 0 1 0 1 0 

（介護予防）小規模多機能型

居宅介護・看護小規模多機能

型居宅介護 

施設 2 2 3 2 5 4 10 8 

定員 47 47 83 54 126 107 256 208 

地域密着型通所介護 
施設 4 4 6 4 8 8 18 16 

定員 54 54 84 57 119 124 257 235 

（介護予防）認知症対応型通

所介護 

施設 1 2 2 2 3 4 6 8 

定員 36 72 22 22 21 33 79 127 

地域密着型特定施設入居者生

活介護 

施設 0 0 0(1) 0(2) 0(2) 0(2) 0(3) 0(3) 

定員 0 0 0(50) 0(50) 0(54) 0(59) 0(104) 0(109) 

（介護予防）認知症対応型共

同生活介護 

施設 5 5 7 7 9 9 21 21 

定員 72 72 99 99 117 117 288 288 

地域密着型介護老人福祉施設

入所者生活介護 

施設 0(2) 0(2) 0(1) 0(1) 2 2 2(3) 2(3) 

定員 0(175) 0(175) 0(50) 0(50) 58 58 58(225) 58(225) 

※ （ ）内は、市内に整備された長崎県による指定を受けた施設数及び定員数 
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【検証結果】 

 〇定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

第８期計画では整備の計画はなく、希望があれば新規指定する方針でしたが、希望する事業者は 

なく、計画どおりに推移しました。 

 

〇夜間対応型訪問介護 

第８期計画では整備の計画はなく、希望があれば新規指定する方針でしたが、希望する事業者は 

なく、市内にあった１事業所も人員不足が理由で廃止されたため、現在市内に事業所はありませ

ん。 

 

〇（介護予防）小規模多機能型居宅介護・看護小規模多機能型居宅介護 

第 8 期計画では看護小規模多機能型居宅介護を公募しましたが応募者がなく、また、経営難が理由 

で廃止された看護小規模多機能型居宅介護が１事業所あったため、計画が未達成となりました。 

 

〇地域密着型通所介護 

第８期計画では県が指定する通所介護を含めた通所サービス全体の利用率が 6 割程度と低かったた 

め、市が指定する地域密着型通所介護は全圏域において新たな整備を抑制していました。既存の事

業所で定員増の見直しがありましたが、廃止された事業所が２事業所あったため、計画より低い数

値で推移しました。県が指定する通所介護の事業所は、第８期計画中に新たに 2 か所整備され、利用

率の低下が続いているため、第９期計画においても県と新規指定について協議する必要がありま

す。 

 

〇（介護予防）認知症対応型通所介護 

第 8 期計画では必要に応じて新規指定する方針とし、2 事業所が新規指定となりましたが、令和 

５年 11 月現在において２事業所とも休止中です。 

 

〇地域密着型特定施設入居者生活介護 

第８期計画では整備計画はなく、計画どおりに推移しました。第７期計画中に整備を決定してい

た１事業所の定員増の見直しがあったため、定員数は計画値よりも多くなりました。 

 

〇（介護予防）認知症対応型共同生活介護 

第８期計画では、公募により中部圏域に１事業所及び南部圏域に１事業所を新規指定し、計画ど

おりに推移しました。 

 

〇地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護（地域密着型特別養護老人ホーム） 

第８期計画では整備計画はなく、計画どおりに推移しました。 
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施策２ 介護人材確保対策の推進 R3 
計画 

Ｒ４ 
計画 

R５ 
計画 

実績 実績 見込み 

 ■介護人材確保対策の推進 

研修・講座等の開催回数（回） 

2 2 2 

 9 8 10 

【検証結果】 

 介護人材の育成及び資質向上を目的とした研修や講座等として、介護福祉士実務者研修、ケアマ

ネジメント学習会及び高齢者事例検討会を開催しました。  

施策３ 介護事業所への災害・感染症対策支援の 

推進 
R3 

計画 
Ｒ４ 

計画 
R５ 

計画 

実績 実績 見込み 

 ■介護事業所への災害・感染症対策支援の推進 

実地指導の回数（回） 

19 19 19 

 20 21 24 

【検証結果】 

 介護サービス事業所に対し行っている実地指導（令和６年度から「運営指導」に名称を変更する

予定）については、新型コロナウイルス感染症の影響で実施できない月があったものの、おおむね

月２回の頻度で行うことができました。その際に衛生管理・感染症マニュアル等の衛生管理に係る

記録及び非常災害に関する具体的計画の確認及び助言を行いました。 
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基本目標５ 介護保険事業の安定的な運営 

施策１ 介護給付の適正化 R3 
計画 

Ｒ４ 
計画 

R５ 
計画 

実績 実績 見込み 

 ■介護給付等適正化事業 

認定調査状況のチェック 

100％ 100％ 100％ 

 100％ 100％ 100％ 

 ■介護給付等適正化事業 

ケアプランの点検 

100％ 100％ 100％ 

 100％ 100％ 100％ 

 ■介護給付等適正化事業 

住宅改修の点検 

100％ 100％ 100％ 

 100％ 100％ 100％ 

 ■介護給付等適正化事業 

福祉用具購入・貸与の調査 

4 件 4 件 4 件 

 3 件 2 件 2 件 

 ■介護給付等適正化事業 

縦覧点検 

100％ 100％ 100％ 

 100％ 100％ 100％ 

 ■介護給付等適正化事業 

医療情報との突合 

100％ 100％ 100％ 

 100％ 100％ 100％ 

 ■介護給付等適正化事業 

介護給付費の通知 

100％ 100％ 100％ 

 100％ 100％ 100％ 

 ■介護給付等適正化事業 

未受給者に対する制度内容の周知 

130 件 130 件 130 件 

 220 件 255 件 225 件 

 ■要介護認定審査事業 

認定審査件数（件） 

4,550 4,400 4,600 

 3,675 3,457 4,370 

 ■介護保険事業 

介護保険受給者数（人） 

3,901 4,005 4,112 

 4,440 4,535 4,625 

 ■介護相談員派遣事業 

訪問した介護サービス事業所延べ数（か所） 

120 120 120 

 83  101  136  

 ■介護保険運営協議会 

介護保険運営協議会等の開催回数（回） 

4 4 6 

 4  4  5  

【検証結果】 

 介護給付等適正化事業は、令和２年度まで実施できていなかった医療突合について、第８期計画

の期間中に突合結果を確認する体制を構築し、実施することができました。 

その他の事業については、新型コロナウイルス感染症の影響により認定審査件数等が計画を下回

りましたが、概ね計画どおりに実施することができました。 
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施策２ 適切な介護保険料の設定と収納率の向上 R3 
計画 

Ｒ４ 
計画 

R５ 
計画 

実績 実績 見込み 

 ■賦課徴収事業 

第 1 号被保険者数（人） 

24,715 25,045 25,382 

 24,808 25,155 25,467 

 ■収納率向上対策推進事業 

現年度分普通徴収収納率（％） 

92.0 92.0 92.0 

 93.1 93.8 93.8 

【検証結果】 

 滞納者の状況に応じた納付指導、支払能力を有する世帯主や配偶者への連帯納付義務通知書の送

付、収納課と連携した滞納処分等の取組により目標を上回る収納率を達成できました。  

 

 

 


